
第31 回総 会〕 食　 物　97

A－192　　　　　　　　　 合fか鮑貧い 食器 への残留に関-  ̂s>研 兄

描山々 学圃天象玖 °山々サどリ　並太初 子

目的　 合ぼ洗剤ぼ、 ／＼- ト≪   （A  B S)　からソ7     i-型(LAS) へと椅行 レ 生分解性

の増加 という点r  ＼x - 応の句集か得られ ているか、現在も七のこ豪畦 については色々の角度

から襖討 亡乱 てい乱 長 町 ま. 食器甲洗剤 としz  用いた遍合における食器へ・ 残留を、 象

応ぢよ バ$.団給食施挺喰ど寸 使`用されるを 器類 をm い、 鰐誓おこび使吊状逞 による魂剤残

習性につい て検討し化。

方去　食器乙し7  It, ガラス、磁器、陶器、了 心之ニーウ乙､およ一召ヽか成樹脂^ ・tｼ のを凧

い仇。 学生を対照 にし瓦7 ンケーV ・ 鉱曼、-52   刄庭乙。統各し）使 用言塙に可成りり相 轟か

鵠められ↑乏の乙　予め洗刺の戻い才.   -t 寸き七 にっいて検討しtz 〇ち吝種食器 の残習性を

誦べた。洗剤 の尼t  It X 千レンフ ふ一法を'>-レ改良し↑ミ才法で行なっte .   言肢、 食客。表

面故態左走査型顕無縫を用いで観鞭した。

結菓

ト　食器財聾とし1  は, 木魅、陶器、軟噴・を成樹脂製食器の丸剤醐習気 顕希で≒あっ
4-

２、 使用状況r  は. 上tt<r)   iこうな娩劃残留娃。犬きいを器*  %  年梗印レ 杖も0,に峙It 残

瘤ti<-大き く. ^  友く りゑし加柩処理 に:ぶる影響 よ　電子レンジ加粘で跳剤残留量 。増

加考ろ 七のがあ・ 化。

A－193　味筧闇値μみも1 ～沸き戌分 の影堆

和岑々久文急氏　釦り暑 灸　飯島^    とふ　私 下臭実｝ ○(り 可－3

13 的　口腔を歯恵 で’清孝儀の噂覚闇値.oり受光r- つい てu.   - 昨そ の茅Zﾌ回本外麿 に於い

て靫舌しr--．今IS u, 峯房 クリ-  ム の組浅 々分別に 味 覚聞値小 対1   5影響 について簾鶴

l'4f  バ;､･･で靫呑すi.

才法　■凛浅分 ＼-つ̂いてIf, 耕泉剤 仁I りン酸/I Iレシクム、卑面瀋怪剤 で･あるラウリ'／

涙蕨 宍トド

(/ ン＼- -  /レ、 ア今ト ーノレj）に つレヽ t,   甘味 （声糠卜 佩 味（^ 化ﾉ’|り クり.  酸味（

タエン頻ﾉ ■  屡味 と塩酸 キこ ーネ.） のふ 味覚闘俑ぶ 与之5 影響 についX  ,   // へ々 才の･* 3-

f  1 を被験嗜 ヒレで、ふぺ分 に'>   いX それぞれが～か例行い, その影坪 をm 紅レに

軸鳶　片房冽 靫い; ン骸X/ 'レ-> クA  tJ,   甘、 賎. 蔽、-%の四 つ・ 味光閥後 に籾レ影辱 を
ふえない．濠潤衡 い

f-' ﾀﾞ' ') もりy  μ 甘味哺まに双 レてのみ、戻験りし　ﾀ3     '/に 参考 き与えk 。鯵令刻 々 ンrt

・a. 踏 乙・ 味 筧闇媛(--奇峰I  与I  れヽ.   考・ 浦伍剤 のラッド シ嵐嫉 ナト リウA   iJ,　甘味

に対 しI  a 蔵験痢 のり%  r>, 竃味 に対し てm のSo  がけ、舷味に対してCJ そのご7.

ト、－ 吽 いヽμ しt  (  ̂そ●･S-r ｚ 吋

なっr--.  最 も影零'^胤レiヽ つf-. ・ μ香吋ご,   甘味．者味に対し てit 金側影響 を支影 いア

れ≪ 崎',ilもた. な'ト 廬味、者味に対レリJ   zo 例ド 人?.く, 酸味でa  パ 侈りヽ,- .1ヽ ;?く、

j タ ％側が人きくな っr-.。
闇 悒・ 回汰時間a 、いずれのi^合 びij  3 ～μ 分間を系£ ずれ（i-' 久漕 分回復 レに．




